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  一  本論文の構成 
  本論文は、以下のように構成されている。 
目 次 
序 章 
  第１節 本稿に係る背景 
 第２節 本稿の目的 
第３節 本稿の構成 
第１章 高齢期リロケーション研究と「場所」概念を用いた検討の意義について 
 第１節 我が国における高齢期の特徴 















 第１節 質的研究の特徴と選択理由 












 第１節 構造的側面からみた情報提供者の場所 
   1．領域分類からみた情報提供者の場所 
2．Ａケアハウスの概要と変遷 
第２節 ケアハウス入居者の３つの「場所」 














第４章 考察と結論 －「場所」の構築過程検討の成果と高齢期の居住支援への提言－ 
 第１節 本稿調査の成果と考察 


































































































 2007 年 2 月 16 日、学位請求論文提出者坂上真理氏の試験及び学力認定を行った。 
 試験において、提出論文「高齢期リロケーション研究における『場所』の構築過程の検
討－ケアハウス入居者を情報提供者とした質的研究－」に基づき、審査委員が疑問点につ
き逐一説明を求めたのに対し、坂上氏は、論文執筆後の知見も踏まえて、いずれにも適切
な説明を行い、審査委員の疑問を解消した。 
 専攻学術に関し、審査委員一同は、坂上真理氏は学位が授与されるのに必要な学力を有
するものと認定した。 
